
先進国株式に投資するファンドへの資金流入

が続いているが、そのなかでもテーマ型ファン

ドは引き続き人気が高い。弊社がテーマ型と判

断する先進国株式ファンドの純資産残高は5兆円

を超え、同株式全体の４割超を占める。最近で

は、フィンテックやモビリティ、ＡＩ、次世代

通信技術など、社会情報インフラ基盤の大きな

変化のうねりが生じているなかで、多くのテー

マが創出されていることも背景にある。図表１

は、直近のテーマ型ファンドの残高構成を示し

たものだが、投信市場においても、そういった

テーマが大きな残高を占めている。
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 テーマ型ファンドの人気が継続している。社会情報インフラ基盤の
変化により、目新しいテーマが次々と注目されている。

 取り上げられるテーマは息が長いが、テーマに沿った企業の株価が
安定的に株式市場の動きを上回って推移するとは限らない。

 注目度の高い銘柄への投資の集中度が高いことから、投資タイミン
グによってパフォーマンスに大きな差が出ることには注意したい。

シニアファンドアナリスト
勝盛

テーマ型ファンドへの投資はタイミングが⼤事

１．テーマ型ファンドの⼈気は続く
図表１ 先進国株式におけるテーマ型ファンドの

テーマ別残⾼構成

２０１８年７⽉１８⽇

取り上げられるテーマは息の長いケースが多いが、投資対象の株価が、テーマによる市場の拡大

と同じように安定的に株式市場を上回って上昇するとは限らない。株式市場ではよくあることだ

が、株価は将来の期待を短期間で織り込んでしまうケースもあるからだ。すでに株価がかなり先の

将来性までを反映していた場合には、株価は上昇しにくい。これが、特定の業種や銘柄に集中して

投資することとともに、テーマ型投資がリスクが高く、難しいと言われる理由になっている。

最近の１０年間で人気を博したテーマ型として、ヘルスケア・バイオ関連ファンドの動きを見て

みよう。日本だけでなく世界的に出生率が低下し高齢化社会が進む中で、ヘルスケア、バイオが注

目された。実際にその市場はいまも拡大し続けているが、株価は同じようには動かない。図表２は

設定時期が異なるヘルスケア・バイオ関連ファンドを並べて、先進国株式（日本を含む）に投資す

るインデックスファンドのパフォーマンスをどれだけ上回ったのか（超過収益）、その推移を見た

ものだ（各ファンドの設定時を１００としている）。

２．設定タイミングの良いファンドのパフォーマンスがよく⾒える
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３．想定通りにはいかない場合もある

図表４ モビリティ関連ファンドの設定時からの
インデックスファンド対⽐のパフォーマンス

図表４は、自動運転などモビリティ関連をテーマとするファンドの設定時からの同パフォーマン

スを示している。このテーマは、いま花盛りとなっているが、注目される銘柄が入れ替わるなどの

影響もあり、設定が早い点では目の付け所は良かったにもかかわらず、パフォーマンスは低調な水

図表２ ヘルスケア関連ファンドの設定時からの
インデックスファンド対⽐のパフォーマンス 個々のファンドの運用によってパフォーマン

スに差が生じるのはもちろんだが、設定される

タイミング次第によってパフォーマンスにかな

りの違いが生じる可能性がある。テーマ型は設

定時に多くのお金を集める傾向があることか

ら、重要なポイントだ。

また、テーマ性が話題になった早い時期に設

定されたファンドに投資をしたほうが時流に

乗っていて株価の上昇を享受でき、タイミング

が遅れるほどに投資成果が得られにくい印象を

受ける。

最近になって設定が目立つＡＩ関連ファンド

（図表３）においても、期間は短いが、似たよ

うな動きが見られる。

テーマが似通ると、組入れ対象銘柄も似通っ

たものとなりやすく、ファンドの想定通りに市

場が動いた場合には、設定があとになるほど高

い株価で組み入れる可能性も増え、パフォーマ

ンスに差が出ることは十分に考えられる。

実際にそういった傾向はあり得ると考えられ

るが、常にそうではないことを示しておく。

準に止まっている。こういったケースもある。

テーマ型ファンドは、株式市場が注目する特

徴をいち早く見出して設定された場合には時流

にのったパフォーマンスが期待できる。追随し

て設定されるファンドよりも良いパフォーマン

スを得られる可能性もある。但し、市場の注目

が変化するとか、規制や政策等によって影響を

受ける場合もある。集中度の高い投資をしてお

り、市場の注目度の高い銘柄が多いことから、

株価の変動が投信の基準価額の変動に大きく影

響しやすいことには注意しておきたい。

※グローバル・ヘルスケア＆バイオ・ファンドは設定時ではなく、
10年前（2008年6⽉）を100としている。

図表３ ＡＩ関連ファンドの設定時からの
インデックスファンド対⽐のパフォーマンス

世界メディカル

関連株式オー

プン

グローバル・ヘ

ルスケア＆バイ

オＦ

ニッセイ次世代

医療ファンド

‐20

0

20

40

60

80

100

120

140

160

200806 201006 201206 201406 201606 201806

（ファンド設定

時=100）

野村グローバル

ＡＩ関連株式

ファンド

ニッセイＡＩ関

連株式ファンド

（年２回決算型）

グローバルＡＩ

ファンド

‐10

0

10

20

30

201609 201703 201709 201803

（ファンド設定

時=100）

新世代自動車

株式ファンド

グローバル自

動運転関連株

式ファンド

モビリティ・イノ

ベーション・ファ

ンド

(60)

(40)

(20)

0

20

200907 201107 201307 201507 201707

（ファンド設定

時=100）



3

 本レポートに関する著作権、知的財産権等一切の権利は三菱アセット・ブレインズ株式会社（以下、

ＭＡＢ）に帰属し、許可なく複製、転載、引用することを禁じます。

 本レポートは、ＭＡＢが信頼できると判断した情報源から入手した本レポート作成基準日現在におけ

る情報をもとに作成しておりますが、当該情報の正確性を保証するものではありません。

 ＭＡＢは、本レポートの利用に関連して発生した一切の損害について何らの責任も負いません。

 本レポート中のグラフ・数値等は、あくまでも本レポート作成基準日までの過去の実績を示すもので

あり、将来の運用成果を保証するものではありません。

 本レポートは、情報提供を目的としたものであり、投資信託の勧誘のために作成されたものではあ

りません。

【照会先】

三菱アセット・ブレインズ株式会社

アナリスト・グループ

標・吉田・福本・勝盛

03-6721-1039

analyst@mab.co.jp

〒107-0062 東京都港区南青山1丁目1番1号 新青山ビル西館8階

URL：http://www.mab.jp/

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第1085号

加入協会名 一般社団法人 日本投資顧問業協会

※本レポートにおける公募販売ファンドは、ＥＴＦ、ラップ専用、ＤＣ、公社債投信を除く、追加型投資信
託を対象としている。


